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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第15期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第14期

会計期間
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日

売上高 （千円） 580,755 437,581 1,916,444

経常損失（△）（千円） △45,991 △38,856 △82,027

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△39,174 △40,612 △111,657

純資産額（千円） 401,344 339,386 329,858

総資産額（千円） 851,068 697,716 564,771

１株当たり純資産額（円） 21,203.73 16,264.26 17,426.99

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）　　　　　　　
△2,069.65 △2,091.48 △5,899.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.2 48.6 58.4

営業活動による

キャッシュ・フロー （千円）
69,610 36,326 △73,686

投資活動による

キャッシュ・フロー （千円）
3,138 1,258 29,233

財務活動による

キャッシュ・フロー （千円）
△9,103 119,044 △74,707

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 （千円）
328,270 303,734 147,104

従業員数 （人） 406 359 304

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社の異動については「３．関係会社の状況」に記載しております。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社ジェイテック・エンジニアス・カンパニーは清

算手続きの全てが終了したため、子会社ではなくなりました。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 359 　

（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．主に新規採用等により、前連結会計年度末に比べ55名増加しております。

(2）提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 352 　

（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．主に新規採用等により、前連結会計年度末に比べ55名増加しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当社グループの主な業務は、技術職知財リース事業及び一般派遣及びエンジニア派遣事業であり、提供するサー

ビスの性格上、生産実績の記載になじまないため省略しております。

(2）受注状況

生産実績と同様の理由により、記載を省略しております。

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

販売実績（千円） 前年同期比（％）

技術職知財リース事業 435,708 △14.2

一般派遣及びエンジニア派遣事業 1,872 △97.4

合計 437,581 △24.7

（注）１. 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、経済指標の一部に景気の改善傾向が見られたものの、ギリシャ

での財政危機に端を発した欧州を中心とした金融不安による世界同時株安と通貨不安による急激な円高等により、引

き続き厳しい状況となりました。

このような状況のなか、当社グループでは主力事業である技術職知財リース事業において、当社グループの主力地

区である大都市圏の営業所に営業員を一時的にシフトし、新卒者のテクノロジストを中心に優良顧客の開拓と既存顧

客のニーズを的確に捉えた営業展開を重点的に実施いたしました。その結果、新規取引先の獲得と既存顧客の深耕に

一定の成果を上げることとなりました。

しかしながら、主力取引先である大手製造業の一部で好転する業種も見られたものの、多くの製造業では事業環境

の大きな好転が見られなかったことから、主力事業の技術者派遣である技術職知財リース事業は、抑制傾向が続き厳

しい状況となりました。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高437百万円（前年同期比24.7％減）、営業損失67百万円

（前年同期は61百万円の営業損失）、経常損失38百万円（前年同期は45百万円の経常損失）、四半期純損失40百万円

（前年同期は39百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①技術職知財リース事業

精密機器関連、自動車関連等の顧客企業からの取引が前年同期比減少した結果、技術職知財リース事業の売上高は

435百万円（前年同期比14.2％減）、セグメント利益は３百万円（前年同期比44.7％減）となりました。

②一般派遣及びエンジニア派遣事業

子会社の株式会社ジオトレーディングによるものであり、売上高は１百万円（前年同期比97.4％減）、セグメント利

益は０百万円（前年同期は０百万円の営業損失）となりました。

　(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

156百万円増加（前年同期は64百万円の増加）し、303百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は36百万円（前年同期は69百万円の収入）となりました。これは主に税金等調整前

四半期純損失39百万円、賞与引当金の減少26百万円があったものの、未払費用の増加68百万円、未収消費税等の減少31

百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、得られた資金は1百万円（前年同期は３百万円の収入）となりました。これは主に子会社の清算に

よる収入０百万円、敷金及び保証金の回収による収入０百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は119百万円（前年同期は９百万円の使用）となりました。これは主に短期借入金の

増加69百万円、株式の発行による収入49百万円等によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、以下の営業所の統廃合を実施いたしました。

廃止営業所名 統合先営業所名　 統合完了時期　

熊本営業所

（熊本県熊本市）

福岡営業所

（福岡県福岡市中央区）
平成22年４月

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 72,000

計 72,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

(平成22年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,874 20,874

大阪証券取引所（ニッポ

ン・ニュー・マーケット

－「ヘラクレス」）

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。

計 20,874 20,874 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年６月８日

（注）
1,939 20,874 24,916 255,357 24,916 254,755

（注）有償第三者割当

発行価格　　25,700円

資本組入額　12,850円

（６）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、藤本彰氏及びその共同保有者である藤本商事株式会社から平成22年６月

14日付、藤本幸之助氏から平成22年６月14日付の大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、報告義務

発生日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容

が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所 保有株券の数（株） 株券等保有割合（％）

藤本　彰 静岡県菊川市 株式 4,993 23.92

藤本商事株式会社 静岡県菊川市青葉台三丁目３番地の５ 株式 544 2.61

藤本　幸之助 東京都中央区 株式 2,690 12.89
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

　①【発行済株式】

　 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 7 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　18,928 18,928 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 18,935 － －

総株主の議決権 － 18,928 －

  ②【自己株式等】

　 平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ジェイテック
東京都中央区八重洲

一丁目３番19号
7 － 7 0.04

計 － 7 － 7 0.04

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 42,700 39,900 29,100

最低（円） 20,300 24,200 25,300

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 303,734 147,104

受取手形及び売掛金 226,878 225,301

その他 62,144 85,505

貸倒引当金 △142 △141

流動資産合計 592,614 457,770

固定資産

有形固定資産 ※
 7,815

※
 8,131

無形固定資産 8,494 9,100

投資その他の資産

敷金及び保証金 70,785 71,377

その他 18,005 18,391

投資その他の資産合計 88,791 89,769

固定資産合計 105,101 107,000

資産合計 697,716 564,771

負債の部

流動負債

短期借入金 95,000 25,336

未払費用 88,792 20,122

未払法人税等 1,443 6,917

賞与引当金 39,512 66,334

その他 64,979 49,337

流動負債合計 289,728 168,047

固定負債

退職給付引当金 68,602 66,865

固定負債合計 68,602 66,865

負債合計 358,330 234,913

純資産の部

株主資本

資本金 255,357 230,441

資本剰余金 254,755 229,839

利益剰余金 △169,552 △122,255

自己株式 △659 △659

株主資本合計 339,900 337,366

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △514 △375

為替換算調整勘定 － △7,132

評価・換算差額等合計 △514 △7,508

純資産合計 339,386 329,858

負債純資産合計 697,716 564,771
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 580,755 437,581

売上原価 455,956 346,237

売上総利益 124,799 91,343

販売費及び一般管理費 ※
 185,799

※
 158,744

営業損失（△） △61,000 △67,400

営業外収益

受取利息 6 －

受取配当金 41 32

助成金収入 14,485 28,849

その他 1,545 544

営業外収益合計 16,079 29,426

営業外費用

支払利息 440 431

為替差損 628 －

株式交付費 － 450

その他 1 0

営業外費用合計 1,069 882

経常損失（△） △45,991 △38,856

特別利益

事業税還付税額 20,768 －

その他 391 －

特別利益合計 21,160 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 244

営業所統廃合費用 4,315 －

特別退職金 12,400 －

特別損失合計 16,715 244

税金等調整前四半期純損失（△） △41,546 △39,100

法人税、住民税及び事業税 2,579 1,511

法人税等還付税額 △4,951 －

法人税等合計 △2,372 1,511

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △40,612

四半期純損失（△） △39,174 △40,612
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △41,546 △39,100

減価償却費 1,418 921

投資有価証券評価損 － 244

受取利息及び受取配当金 △48 △32

支払利息 440 431

投資有価証券売却損益（△は益） △112 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,293 △26,822

株式交付費 － 450

売上債権の増減額（△は増加） 59,045 △1,577

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,679 1,736

未払金の増減額（△は減少） △10,433 705

未払費用の増減額（△は減少） 100,422 68,670

未収消費税等の増減額（△は増加） － 31,536

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,067 17,606

預り金の増減額（△は減少） △263 △2,172

その他 △14,318 △10,408

小計 69,057 42,188

利息及び配当金の受取額 48 32

利息の支払額 △524 △553

法人税等の支払額 △3,921 △5,342

法人税等の還付額 4,951 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 69,610 36,326

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 352 －

無形固定資産の取得による支出 △1,904 －

投資有価証券の売却による収入 165 －

子会社の清算による収入 － 666

敷金及び保証金の差入による支出 △751 △66

敷金及び保証金の回収による収入 5,275 658

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,138 1,258

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,089 69,664

配当金の支払額 △14 △1

株式の発行による収入 － 49,381

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,103 119,044

現金及び現金同等物に係る換算差額 965 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,610 156,629

現金及び現金同等物の期首残高 263,660 147,104

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 328,270

※
 303,734
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　

　　　　　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間
　　　　　　　　　　　　（自　平成22年４月１日
 　　　　　　　　　　　   至　平成22年６月30日）　

 連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更
当第１四半期連結会計期間において、株式会社ジェイテック・エンジニア
ス・カンパニーは清算手続きの全てが終了したため、連結の範囲から除外し
ております。

（2）変更後の連結子会社の数
１社

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

【簡便な会計処理】

 当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、25,991千円でありま
す。

※  有形固定資産の減価償却累計額は、25,676千円であり
ます。

　 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　

役員報酬 13,753千円

従業員給与手当 64,034千円

賞与引当金繰入額 5,708千円

退職給付費用 727千円

地代家賃 39,174千円

減価償却費 1,285千円

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　

役員報酬 12,862千円

従業員給与手当 59,430千円

賞与引当金繰入額 5,148千円

退職給付費用 429千円

地代家賃 25,157千円

減価償却費 921千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金 328,270千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
 － 

現金及び現金同等物 328,270千円

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金 303,734千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
 － 

現金及び現金同等物 303,734千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　20,874株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　   7株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成22年５月21日開催の取締役会決議に基づき、平成22年６月８日付で第三者割当増資の払込を受

けました。この結果、当第１四半期連結会計期間において資本金が24,916千円、資本準備金が24,916千円増加し、

当第１四半期連結会計期間末において資本金が255,357千円、資本準備金が254,755千円となっております。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
技術職知財
リース事業

一般派遣及び
エンジニア
派遣事業

その他 計 消去又は全社 連結

 （千円） （千円） （千円）　 （千円） （千円） （千円）

Ⅰ売上高       

(１)外部顧客に対する売上高 508,044 72,158 553 580,755 － 580,755
(２)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 508,044 72,158 553 580,755 － 580,755

営業費用 502,299 72,250 60 574,611 67,145 641,756

営業利益 5,744 △92 492 6,144 △67,145 △61,000

(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主なサービス

(１)技術職知財リース事業・・・・・・・・機械設計、電気・電子設計、ソフトウェア開発分野を中心に、顧客企業

に対し派遣または請負の形態で専門技術を提供・支援する事業

(２)一般派遣及びエンジニア派遣事業・・・製造現場業務全般、一般事務業務全般を中心とした登録制派遣事業

(３)その他・・・・・・・・・・・・・・・上記２つの事業内容にあてはまらない事業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(67,145千円)の主なものは、親会社本社の管理部

門に係る費用であります。

【所在地別セグメント情報】

 　　 前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 日本 韓国 計 消去又は全社 連結

 （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

　Ⅰ売上高      

　（１）外部顧客に対する売上高 504,863 75,892 580,755 － 580,755
（２）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 1,277 1,277 △1,277 －

計 504,863 77,169 582,032 △1,277 580,755

営業費用 563,317 79,715 643,033 △1,277 641,756

営業利益 △58,454 △2,546 △61,000 － △61,000

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

韓国・・・ソウル市

３　当期における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

【海外売上高】

　　  前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 韓国 計

 （千円） （千円）

Ⅰ　海外売上高 75,892 75,892

Ⅱ　連結売上高  580,755

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 13.1% 13.1%

(注)１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

韓国・・・ソウル市
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象になっているものであります。

当社グループは「機械設計」「電気・電子設計」「ソフトウェア開発」の３分野を中心に、専門技術を顧客企業

に提供、支援する業務である「技術職知財リース事業」及び、主に製造業向けに労働者を派遣する事業である「一

般派遣及びエンジニア派遣事業」の２つを報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　

報告セグメント　
調整額

（注）２

四半期連結損益計
算書計上額

（注）１
技術職知財
リース事業

一般派遣及びエ
ンジニア
派遣事業

計

 （千円） （千円） （千円）　 （千円） （千円）

売上高      

　(１)外部顧客に対する売上高 435,708 1,872 437,581 － 437,581
(２)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 435,708 1,872 437,581 － 437,581

セグメント利益又は損失（△） 3,176 463 3,639 △71,040 △67,400

(注)１　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２　調整額（71,040千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

　

(追加情報)

　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。
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（資産除去債務関係）

当社は本社及び各営業所の事務所の不動産賃貸借契約に基づき、事務所の退去時における原状回復にかかる債

務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期限が明確でなく、将来事務所を移転する予定も無

いことから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上

しておりません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 16,264.26円 １株当たり純資産額 17,426.99円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2,069.65円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純損失金額 2,091.48円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純損失（千円） 39,174 40,612

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 39,174 40,612

期中平均株式数（株） 18,928 19,418

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　
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２【その他】

①　決算日後の状況

特記事項はありません。

②　訴訟

当社は、サンビット株式会社が吸収合併した旧株式会社福岡ジェイテック（以下「福岡ジェイテック」とい

う）と技術者派遣ビジネスシステムによるフランチャイズ契約を平成11年３月に締結し、平成17年３月に契約

期間満了により本契約が終了いたしました。本契約については、営業引継義務及び競業避止義務を負う旨が規

定されておりましたが、サンビット株式会社は福岡ジェイテックが係る義務を負っていることを承知した上で

福岡ジェイテックを吸収合併したにもかかわらず、本契約終了後も福岡ジェイテックが本契約に基づいて行っ

ていた業務を継続していたことから、当社はサンビット株式会社に契約違反の競業行為を中止し、福岡ジェイ

テックが行っていた従来の営業を当社へ引継ぐことを求めて交渉を行ってきました。しかしながら話し合いに

進展がなかったことから、平成18年11月１日付で当社はサンビット株式会社を本契約における営業継続義務違

反及び競業避止義務違反に対する損害賠償請求の訴えを東京地方裁判所に提訴し、またサンビット株式会社も

東京地方裁判所に平成19年７月30日付で、反訴の提起が行われました。

平成21年３月９日、東京地方裁判所にて当社（原告）の請求が棄却され、サンビット株式会社（被告）に対

して金200万円（被告より原告が預り受けた保証金）及びこれに対する平成17年７月１日から支払済みまで年

６分の割合による金員の支払いを命じられ、また被告サンビットの反訴請求を棄却する判決が言い渡されまし

た。

しかしながら、当社のフランチャイズ契約における営業継続義務違反及び競業避止義務違反の契約条項が有

効であるという当社の主張が全く認められなかったことを不服として控訴し係争中であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21年８月14日

株式会社ジェイテック

取締役会　御中

　あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 守谷　徳行　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

テックの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテック及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

株式会社ジェイテック

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 守谷　徳行　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

テックの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテック及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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